
写真は亘理町・日出町交流事業の際の

子どもたちの様子（的山荘）

特　集 
計画的に進める住環境の整備

2 0 1 3

No.４７２

９



計
画
的
に
進
め
る

　

住
環
境
の
整
備

　

日
出
町
で
は
、
地
域
間
や
主
要
道
路
と
の
ア
ク
セ

ス
向
上
の
た
め
、
道
路
の
改
良
・
拡
幅
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
生
活

道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
で
は
、
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

水
の
安
定
供
給
を
行
う
た
め
、
上
水
道
施
設
の
更
新
整

備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
で
は
、
家
庭

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
き
れ
い
に
処
理
し
て
、

川
や
海
に
戻
す
こ
と
で
、
私
た
ち
の
衛
生
的
で
快
適
な

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

⑭日出町浄化センター

●

③太田豊岡駅前線

⑨豊岡住宅団地線

⑦長野線

⑤笹尾松ケ鼻線

①⑬内野深江港線

●

⑪辻ノ尾地区
●⑩深江三尺山線

●
④下野線

⑥陣ノ辻線

●
⑫真那井漁港線

●
②辻ノ尾千騎線

●８

●８

●８
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①
町
道
内
野
深
江
港
線

　
　
　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

大
神
高
尾

■
工
事
期
間　

９
月
～
３
月

■
施
工
延
長　

２
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

川
崎
内
野
地
区
か
ら
大
神
港
地
区
を

結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。
幅
員
が
狭
い
箇

所
が
あ
る
た
め
、
２
車
線
・
片
側
歩
道

に
拡
幅
し
、
歩
行
者
や
通
行
車
両
の
利

便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
町
道
辻
ノ
尾
千
騎
線

　
　
　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

川
崎
千
騎

■
工
事
期
間　

５
月
～
12
月

■
施
工
延
長　

１
１
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

川
崎
辻
ノ
尾
地
区
か
ら
国
道
２
１
３

号
に
接
続
す
る
道
路
で
す
。
通
行
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
国
道
と
の
交
差

点
部
分
を
拡
幅
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

幅
員
が
狭
い
箇
所
の
拡
幅
工
事
を
行
い

ま
す
。

③
町
道
太
田
豊
岡
駅
前
線

　
　
　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
小
学
校
前

■
工
事
期
間　

７
月
～
９
月

■
施
工
延
長　

１
０
０
ｍ

町 道 内 野 深 江 港 線

町 道 辻 ノ 尾 千 騎 線

■�

工
事
概
要　

　

こ
の
道
路
は
豊
岡
地
区
の
主
要
道
路

で
あ
り
、
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

豊
岡
小
学
校
前
に
は
、
交
差
点
、
バ

ス
停
が
あ
り
、
登
下
校
時
に
は
児
童
が

一
斉
に
道
路
を
歩
く
た
め
、
歩
道
施
設

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
や
通
行

車
両
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

④
町
道
下
野
線

　
　
　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

藤
原
小
学
校
前

■
工
事
期
間　

10
月
～
３
月

■
施
工
延
長　

90
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

国
道
10
号
に
接
続
す
る
道
路
で
あ

り
、
通
学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
年
度
に
引
き
続
き
道
路
拡
幅
、

歩
道
設
置
を
行
い
、
通
行
車
両
及
び
歩

行
者
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

⑤
町
道
笹
尾
松
ヶ
鼻
線

　
　
　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

川
崎
内
野

■
工
事
期
間　

10
月
～
２
月

■
施
工
延
長　

50
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

日
出
港
か
ら
川
崎
内
野
地
区
を
結
ぶ

町 道 太 田 豊 岡 駅 前 線

町 道 笹 尾 松 ヶ 鼻 線

〈
本
年
度
行
う
主
な
事
業
〉

3



道
路
で
す
。
住
宅
地
を
通
る
幅
員
の
狭

い
道
路
の
た
め
、
２
車
線
・
片
側
歩
道

に
拡
幅
し
、
歩
行
者
や
通
行
車
両
の
利

便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑥
町
道
陣
ノ
辻
線

　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

　
■
事
業
地
区　

藤
原
一
北

■
工
事
期
間　

10
月
～
３
月

■
施
工
延
長　

１
１
０
ｍ

■
工
事
概
要　

　

こ
の
道
路
は
、
国
道
10
号
に
接
続
し

て
お
り
、
そ
の
交
差
点
部
分
が
狭
く
、

車
両
の
離
合
が
困
難
な
た
め
、
交
差
点

部
分
の
拡
幅
工
事
を
行
い
通
行
車
両
の

利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

⑦
町
道
長
野
線

　
　
　

道
路
改
良
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
長
野

■
工
事
期
間　

７
月
～
３
月

■
施
工
延
長　

１
１
０
ｍ

■
工
事
概
要　

　

こ
の
道
路
は
、
豊
岡
地
区
の
主
要
道

路
を
結
ぶ
町
道
で
す
。
幅
員
が
狭
く
離

合
の
困
難
な
箇
所
が
あ
る
た
め
、
道
路

拡
幅
に
よ
り
通
行
車
両
の
利
便
性
と
安

全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑧
公
園
遊
具
更
新

■�

事
業
箇
所　

糸
ヶ
浜
海
浜
公
園　

黒

岩
公
園
、
辻
間
南
児
童
公
園

■
工
事
期
間　

12
月
～
３
月

■
工
事
概
要　

　

公
園
に
設
置
し
て
あ
る
木
製
遊
具
が

腐
食
等
の
た
め
、
危
険
な
状
態
に
あ
り

ま
す
。
お
子
さ
ん
な
ど
、
利
用
者
が
安

全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
都
市
公
園

の
整
備
を
行
う
た
め
に
、
遊
具
を
新
し

く
し
ま
す
。

⑨
町
道
豊
岡
住
宅
団
地
線

　
　
　
　
　

配
水
管
布
設
替
工
事

■
事
業
地
区　

豊
岡
辻
間
団
地

■
工
事
期
間　

10
月
～
１
月

■
施
工
延
長　

２
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

辻
間
団
地
内
の
老
朽
化
し
た
配
水
管

の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

⑩
町
道
深
江
三
尺
山
線

　
　
　
　
　
　

配
水
管
布
設
工
事

■
事
業
地
区　

大
神
三
尺
山

■
工
事
期
間　

10
月
～
１
月

■
施
工
延
長　

２
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

道
路
改
良
工
事
に
合
わ
せ
て
水
道
管

町 道 陣 ノ 辻 線

町 道 長 野 線

町 道 深 江 三 尺 山 線

町 道 豊 岡 住 宅 団 地 線
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の
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑪
辻
ノ
尾
地
区
汚
水
管
布
設
工
事

�

■
事
業
地
区　

川
崎
辻
ノ
尾

■
工
事
期
間　

10
月
～
２
月

■
施
工
延
長　

１
５
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
に
お
け
る

面
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑫
町
道
真
那
井
漁
港
線

　
　
　
　

配
水
管
布
設
替
工
事

■
事
業
地
区　

真
那
井

■
工
事
期
間　

10
月
～
１
月

■
施
工
延
長　

４
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

配
水
管
の
径
を
大
き
く
す
る
た
め
の

増
径
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

用
地
の
無
償
提
供
に
よ
る
町
道
拡

幅
改
良
工
事
の
完
成
を
記
念
し
て
、

８
月
上
旬
に
土
地
提
供
者
を
招
き
、

拡
幅
改
良
記
念
碑
の
除
幕
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

記
念
碑
は
町
道
大
峯
平
原
線
、
町

道
大
神
瀬
ノ
上
線
（
１
工
区
）、
町

道
鳴
川
今
井
線
に
設
置
さ
れ
、
後
世

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、

土
地
提
供
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
３
路
線
は
昨
年
度
ま
で
に

完
成
し
、
現
在
町
の
主
要
路
線
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
拡
幅
改
良
記
念
碑
除
幕
式

町道大峯平原線　改良延長 267 ｍ町道鳴川今井線　改良延長 359 ｍ

町道大神瀬ノ上線（１工区）改良延長 260 ｍ

⑬
町
道
内
野
深
江
港
線

　
　
　
　
　

汚
水
管
布
設
工
事�

■
事
業
地
区　

川
崎
西
小
深
江

■
工
事
期
間　

10
月
～
２
月

■
施
工
延
長　

２
０
０
ｍ

■�

工
事
概
要　

　

下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
に
お
け
る

面
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑭
浄
化
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強

　
　
　
　
　

及
び
機
械
更
新
工
事

■�
事
業
地
区　

豊
岡
日
出
町
浄
化
セ
ン

タ
ー

■
工
事
期
間　

10
月
～
３
月　

■�

工
事
概
要　

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
内
の
老
朽
化
し
た
機

械
・
電
気
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

町 道 内 野 深 江 港 線

町 道 真 那 井 漁 港 線
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9 月１０日は「下水道の日」です

「下水道　水が笑顔に　なれる道」  （下 水 道 推 進 標 語）

【下 水 道 の 日 と は】
　「下水道の日」は、1961 年（昭和 36 年）、著
しく遅れている下水道の全国的な普及（当時の
普及率・・・６％）を図る必要があることから、「全
国下水道促進デー」として始まりました。それ
から約40年が経過し、21世紀となった2001年、
「下水道の日」に変更され、下水道の大切さを
考える日として現在に至っています。

【下 水 道 の 役 割】
　下水道は、家庭や工場などから排出された汚
水を終末処理場できれいにして、川や海に戻す
ことで、水質環境保全、そして私たちの衛生的
で快適な生活を支えています。また、近年では
終末処理場での下水の処理過程で発生する汚泥
を肥料に再利用するなど、地球にやさしいリサ
イクル型社会の推進にも貢献しています。

【下 水 道 へ の 接 続 を お 願 い し ま す】
　下水道は区域の皆さまに使っていただくこと
で、その役割を十分に果たすことができます。
下水道法では、下水道が整備されたら速やかに
接続することが義務付けられています。皆さま
のご理解とご協力をお願いします。

【下 水 道 を 正 し く 使 い ま し ょ う】
　下水道は皆さまの生活環境をよりよくするた
めの公共財産です。台所から出る生ゴミや油、
水に溶けないティッシュペーパーなどは排水管
の詰まりの原因になるだけでなく、終末処理場
にとっても大きな負担となります。下水道に生
活排水を流すときはルールを守って正しく使い
ましょう。

◆ 日 出 町 公 共 下 水 道 事 業 の 概 要

項目 （Ｈ 25.3.31 現在）

行政区域面積 7,324ha

行政区域人口（Ａ） 28,806 人

行政区域世帯数 11,881 世帯

処理区域面積 454.11ha

処理区域人口（Ｂ） 15,712 人

処理区域世帯数 6,363 世帯

普及率　（Ｂ）/（Ａ） 54.54％

水洗化人口（Ｃ） 11,963 人

水洗化世帯数 4,851 世帯

水洗化率　（Ｃ）/（Ｂ） 76.14％

■問合先　　上下水道課下水道管理係
　　　　　　☎ 73 － 3124

水洗便所改造資金融資あっせん制度
のご案内
下水道が整備されて 3 年以内に接続される方を
対象に、工事費用の負担を軽くするための融資
あっせん及び利子補給を行っています。
ご希望の方はお気軽にご相談ください。

日 出 町 浄 化 セ ン タ ー

★下水道マスコット
「スイスイ」
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日出町長　工藤　義見

そ の  7 8

日出町長　工藤　義見

日
出
町
職
員
も
給
料
の
減
額
を
実
施

　

国
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
東
日
本
大
震
災

の
復
興
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
国
家
公
務
員

給
与
の
平
均
７
・
８
％
を
減
額
し
て
２
年
目
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
の
措
置
に
伴
い
、
全
国
の
都
道
府
県
、

市
町
村
も
職
員
給
与
の
減
額
を
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
の
措
置
に
対
し
反
対
意
見
も

多
い
中
で
、
止
む
無
く
多
く
の
自
治
体
も
要
請

の
主
旨
に
そ
っ
て
実
施
に
踏
み
切
っ
て
い
ま

す
。

　

大
分
県
で
も
先
に
役
職
に
応
じ
て
給
料
月
額

を
３
・
７
２
～
９･

７
２
％
、
管
理
職
手
当
10
％

の
減
額
を
決
定
し
、
７
月
か
ら
平
成
26
年
３
月

ま
で
の
９
ヶ
月
分
の
給
与
減
額
を
は
じ
め
ま
し

た
。

　

国
は
地
方
公
務
員
の
給
与
の
削
減
を
迫
る
た

め
、
す
で
に
平
成
25
年
度
地
方
交
付
税
の
人
件

費
相
当
分
を
減
額
し
て
交
付
し
て
お
り
、
職
員

給
与
の
削
減
を
し
な
け
れ
ば
財
源
不
足
を
生

じ
、
各
自
治
体
の
財
政
運
営
に
多
大
の
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
出
町
の
対
応
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

職
員
団
体
に
給
与
の
減
額
に
つ
い
て
協
議
の
申

し
入
れ
を
行
い
、
再
三
に
わ
た
っ
て
話
し
合
い

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
の
職
員
団
体
と
の
協
議
で
一
応
の

了
解
点
に
達
し
、
妥
結
を
み
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
は
「
日
出
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
て
、
す
で
に
平
成
17
年
４
月
か
ら
全

職
員
を
対
象
に
給
料
の
５
％
（
一
部
４
％
）
の

減
額
を
行
っ
て
お
り
、
す
で
に
８
年
５
ヶ
月
を

経
過
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
経
過
、
実
績
を
加
味
し
、
す
で
に
行
っ

て
い
る
給
料
５
％
の
削
減
に
、
新
た
に
一
般
職

員
２
％
（
管
理
職
員
２
．
５
％
）
を
加
算
し
た

率
を
削
減
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
削
減
を
実
施
す
る
た
め
に
、
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
８
月
21
日
に
臨
時
町
議
会
の
召

集
を
お
願
い
し
、
条
例
改
正
を
行
い
、
速
や
か

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
職
の
報
酬
削
減
の
現
状
は
、
月

額
報
酬
、
期
末
手
当
を
対
象
に
し
て
町
長
12
％
、

副
町
長
・
教
育
長
10
％
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
新
た
に
町
長
に
３
％
を
加
え
て
15
％
、
副

町
長
・
教
育
長
に
２
％
を
加
え
12
％
と
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
実
施
期
間
は
、
今
年
９
月
１
日
か

ら
来
年
５
月
末
ま
で
の
９
ヶ
月
間
の
給
料
、
報

酬
等
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
自
治
体
の
実
施
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
抱

え
る
実
情
を
反
映
し
て
ま
ち
ま
ち
の
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
出
町
の
状
況
は
前
述
の

と
お
り
で
す
。
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

テ
キ
サ
ス
日
出
工
場
体
育
館
、
寄
付
移

譲
さ
れ
日
出
町
川
崎
体
育
館
に
衣
替
え

　　

本
年
４
月
１
日
、
半
導
体
の
研
究
開
発
の
拠

点
、
ま
た
他
工
場
の
支
援
の
た
め
、
日
本
Ｔ
Ｉ

(

テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ)

日
出
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
31
人
体
制
で
日
出
町

大
神
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
出
工
場
は
予
定
ど
お
り
３
月
末

で
後
工
程
の
作
業
を
停
止
し
、
６
月
末
を
も
っ

て
全
行
程
を
廃
止
、
全
面
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
出
町
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
事
態
の
推
移
を

注
視
し
、
閉
鎖
後
の
課
税
の
方
針
、
財
産
処
理

の
動
向
等
、
各
般
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
会
社

側
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
課
税
関
係
に

つ
い
て
は
会
社
側
と
の
了
解
の
下
に
、
平
成
25

年
度
当
初
予
算
歳
入
に
一
定
額
の
収
入
を
計
上

済
み
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
一
部
の
建
物
、
土

地
等
の
譲
渡
を
前
提
に
協
議
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
譲
渡
の
決
定
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
８
月
１
日
、
同
社
健
康
保
険
組
合
の

代
表
者
等
が
日
出
町
を
訪
れ
、
所
有
す
る
体
育

館
等
の
寄
付
を
行
う
旨
の
申
し
出
と
共
に
、
正

式
文
書
の
交
付
を
受
け
、
さ
ら
に
今
後
の
管
理

に
必
要
な
書
類
お
よ
び
鍵
箱
等
も
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
と
し
て
は
速
や
か
に
測
量
、
登
記
な
ど
を

行
い
、
町
有
財
産
と
す
る
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

寄
付
を
受
け
た
の
は
体
育
館
と
関
係
す
る

土
地
９
９
２
３
．
９
４
㎡
で
す
。
体
育
館
は

平
成
３
年
９
月
に
建
築
さ
れ
お
り
、
築
後
22

年
を
経
て
い
ま
す
が
大
変
良
く
維
持
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

総
床
面
積
は
１
４
５
４
．
１
８
㎡
で
す
が
、

体
育
館
部
分
７
５
１
㎡
、
集
会
室
１
４
４
㎡
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
１
３
２
㎡
、
シ
ャ
ワ
ー
室

36
㎡
、
ロ
ッ
カ
ー
室
42
㎡
、
事
務
室
16
㎡
か

ら
な
っ
て
お
り
、
利
用
に
大
変
便
利
な
体
育

施
設
で
す
。

　

さ
て
、
寄
付
を
受
け
た
備
品
等
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
す
。

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
20
台
以
上
、

・�

体
育
館
関
係
備
品
と
し
て
卓
球
台
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
支
柱
・
ネ
ッ
ト
等
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
支
柱
・
ネ
ッ
ト
等
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
パ

イ
プ
椅
子
３
０
０
以
上

・�

集
会
室
備
品
と
し
て
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
24
、

パ
イ
プ
椅
子
66
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
３

　

８
月
21
日
開
会
の
臨
時
議
会
で
日
出
町
体

育
館
条
例
の
改
正
案
も
提
案
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
寄
付
を
受
け
た
体
育
館

を
「
日
出
町
川
崎
体
育
館
」
と
位
置
づ
け
、

同
時
に
使
用
料
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
開
館
に
あ
た
っ
て
は
管
理
運
営
に

あ
た
る
関
係
職
員
も
配
置
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
一
般
町
民
の
利
用
は
９
月
１
日
を
予

定
し
て
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）
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８
月
６
日
、
宮
城
県
亘わ
た
り理
町ち
ょ
うの
長な
が
と
ろ瀞
小
学
校
の
児

童
19
名
を
招
き
、
日
出
町
の
小
学
生
と
一
緒
に
町
内

観
光
や
交
流
会
を
行
う
な
ど
し
て
、
２
泊
３
日
の
旅

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
町
が
支
援
を
続
け

る
亘
理
町
へ
の
復
興
支
援
事
業
の
一
つ
で
、
今
年
で

２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行

け
て
楽
し
か
っ
た
」、「
ま
た
日
出
町
に
来
た
い
」
な

ど
感
想
が
聞
か
れ
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
が
で
き
た

よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
亘
理
町
職
員
に
よ
る
防
災
講
演
会
も
行
わ

れ
、
避
難
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
非
常
時
に
備
え
た

訓
練
や
備
蓄
の
必
要
性
な
ど
、
様
々
な
教
訓
を
伝
え

て
く
れ
ま
し
た
。

ず
っ
と
友
達

　

亘
理
町
・
日
出
町
交
流
事
業

日
出
中
・
大
神
中
か
ら
延
べ
31
名
が
出
場

　中
体
連
九
州
大
会

　

７
月
30
日
、
日
出
中
学
校
の
陸
上

部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
大
神
中
学
校

の
卓
球
部
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
生
徒

が
、
中
体
連
九
州
大
会
の
出
場
報
告
の

た
め
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し
て
、
大
神
中
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
柳
沙
知
さ
ん
（
３
年
）
が
「
保

護
者
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
多

く
の
人
の
期
待
に
こ
た
え
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
町
長
が
「
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
技
術
や
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

２
年
に
１
度
の
開
催

　

消
防
団
消
防
操
法
大
会

　

８
月
４
日
、
黒
岩
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
日

出
町
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
員
服
装
点
検
の
後
に
行
わ
れ
た
操

法
大
会
に
は
、
町
内
す
べ
て
の
分
団
が

日
頃
か
ら
訓
練
し
て
鍛
え
て
き
た
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

■
団
体
表
彰

　
　

優
秀
賞
（
第
１
位
）　

第
６
分
団

　
　

優
良
賞
（
第
２
位
）　

第
４
分
団

　
　

努
力
賞
（
第
３
位
）　

第
２
分
団

　

■
個
人
表
彰
（
第
１
位
の
み
記
載
）

　
　

指
揮
者
の
部　

岸
田　

裕
太

　
　

１
番
員
の
部　

一
宮　

俊
之

　
　

２
番
員
の
部　

播
磨　

克
彦

　
　

３
番
員
の
部　

吉
野　

昭
彦

　

第
１
位
と
な
っ
た
第
６
分
団
は
来
年

度
行
わ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
し
、
全
国

大
会
を
目
指
し
ま
す
。
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８
月
１
日
、
日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン

ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
（
Ｔ
Ｉ
）
の
健
康
保
健

組
合
の
上
田
理
事
長
ほ
か
３
名
が
役
場

を
訪
れ
、
Ｔ
Ｉ
が
所
有
し
て
い
た
体
育

館
を
日
出
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
に
建
て
ら
れ
た
体
育
館

は
、
従
業
員
の
方
に
よ
り
丁
寧
に
扱
わ

れ
て
お
り
、
綺
麗
な
状
態
で
の
引
渡
し

で
す
。

　

体
育
館
の
鍵
を
受
け
取
っ
た
町
長

の
、「
立
派
な
施
設
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町

民
の
健
康
づ
く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
な
げ
た
い
」
と
い
う
挨
拶

に
、
上
田
理
事
長
は
「
体
育
館
を
町
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
え
た

ら
有
難
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

町
民
の
た
め
に
使
っ
て
下
さ
い

　Ｔ
Ｉ
日
出
工
場
の
体
育
館
を
寄
付

　

８
月
１
日
、
石
川
君
榮
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
町
長
が
、
老
人
ホ
ー
ム
・

ウ
ェ
ル
フ
ァ
豊
丘
に
伺
い
、
長
寿
の
お

祝
い
と
記
念
品
を
わ
た
し
ま
し
た
。

　

石
川
さ
ん
は
、
入
所
し
て
い
る
皆
と

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
折
り
紙
を
し
た
り

と
、
毎
日
笑
顔
で
元
気
に
過
ご
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

町
長
の
「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
楽

し
い
時
を
元
気
に
過
ご
し
て
下
さ
い
」

と
い
う
言
葉
に
、「
今
日
の
こ
と
は
、

生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

嬉
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

慶
賀
訪
問　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

大
里
ス
ミ
ヱ
さ
ん
・
石
川
君
榮
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う

　

大
里
ス
ミ
ヱ
さ
ん
（
大
神
三
尺
山
）

が
３
月
18
日
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、入
所
先
の
施
設
（
別
府
市
）

を
福
祉
対
策
課
職
員
が
訪
れ
、
お
い
の

大
川
文
嘉
さ
ん
夫
妻
と
と
も
に
長
寿
の

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

大
里
さ
ん
は
、
若
い
頃
か
ら
歌
や
踊

り
、
運
動
が
大
好
き
で
、
の
ど
自
慢
大

会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し

て
、
活
動
的
に
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
、「
趣
味
を
持
ち
、

毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
、
正
直
に

生
き
る
こ
と
。
あ
と
、
悪
気
は
持
た
な

い
こ
と
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※�

町
報
へ
の
掲
載
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
26
日
、
軒
ノ
井
地
区
（
佐
藤
正

博
区
長
）
で
、
地
区
内
の
町
道
法
面
の

伐
木
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

撤
去
が
難
し
い
高
木
は
地
元
の
建
設

業
者
が
処
理
を
担
当
し
、
そ
れ
ら
の
片

付
け
や
清
掃
な
ど
を
地
区
住
民
ら
参
加

者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
区
長
は
「
今
ま
で
処
理
で
き
な

か
っ
た
高
木
も
撤
去
で
き
、
見
通
し
も

良
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
通
行
し
や

す
く
な
る
と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
港
地
区
や
自
然
郷
地
区
で
も

同
様
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
建
設
課
は
「
今
後
も
地
区
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
て
町
道
の
環
境
美
化
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
区
住
民
に
よ
る
環
境
美
化
活
動

　町
道
伐
木
清
掃
作
業
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大
神
の
深
江
漁
港
で
７
月
27
日
、
第

２
回
ハ
モ
祭
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

日
出
町
の
新
た
な
名
産
と
し
て
売
り

出
し
中
の
ハ
モ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

祭
り
で
は
、
先
着
１
０
０
名
に
ハ
モ

の
串
揚
げ
「
ハ
モ
ッ
テ
ィ
」
が
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ハ
モ
の
て
ん
ぷ

ら
や
湯
引
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
が

販
売
さ
れ
、
来
場
者
は
捌
い
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
ハ
モ
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

　

県
漁
協
ハ
モ
部
会
の
中
山
公
夫
部
会

長
は
「
品
質
に
つ
よ
く
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
、
今
後
も
良
質
な
ハ
モ
を
提
供

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。　

日
出
産
の
良
質
な
ハ
モ
を
味
わ
っ
て

　第
２
回
ハ
モ
祭
り

　

畜
産
業
の
振
興
と
牛
の
品
質
向
上
を

目
的
と
し
た
品
評
会
「
第
32
回
日
出
町

畜
産
共
励
会
」
が
８
月
９
日
、
杵
築
市

の
豊
後
北
部
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

肉
用
種
雌
牛
と
乳
用
種
雌
牛
の
部
に

計
22
頭
が
出
品
さ
れ
、
体
の
発
育
状
況

な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

肉
用
種
で
は
井
上
仁
美
さ
ん
（
南

畑
）、乳
用
種
で
は
丸
山
雄
治
さ
ん
（
藤

原
）
の
生
産
牛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
最
優
秀
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
上
位
11
頭
は
、
町
の
代
表
と

し
て
、
８
月
28
日
に
行
わ
れ
る
東
部
地

域
畜
産
振
興
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

井
上
さ
ん
は
、「
次
に
向
け
て
、
し
っ

か
り
と
準
備
を
し
て
臨
み
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

発
育
良
好
な
牛
を
審
査

　第
32
回
日
出
町
畜
産
共
励
会井上さんと「てるみ 22 号」

教
育
委
員
会
だ
よ
り

「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」
の

　

掲
載
開
始
に
あ
た
っ
て

日
出
町
教
育
委
員
長　

木
村
秀
紀

　

教
育
委
員
会
は
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行

機
関
の
一
つ
で
あ
り
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
等
の
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
分
権
の
流
れ
に
対
応
し
主
体

的
に
地
域
の
教
育
行
政
を
展
開
し
て
い
く
事

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
流
の
な
か
で
、
教
育
委
員

も
月
一
度
の
定
例
委
員
会
だ
け
の
議
論
で
は

十
分
で
は
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
協
議

会
と
称
す
る
会
を
開
き
、
教
育
課
題
等
、
時

間
を
気
に
せ
ず
、
真
剣
に
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
活
動
を
皆
様
に
お
知
ら
せ

す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
も
こ
の
会
の
な
か
で

話
し
合
わ
れ
、
定
例
教
育
委
員
会
の
な
か
で

決
定
を
み
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、広
報
「
ひ
じ
」
を
通
し
て
、

委
員
会
の
活
動
の
様
子
や
施
策
、
課
題
、
学

校
や
幼
稚
園
の
取
り
組
み
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
お
届
け
し
、
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
役
に
立
つ

よ
り
よ
い
広
報
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ー
学
力
向
上
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ー

　

夏
休
み
中
、
登
校
す
る
小
学
生
の
姿
を
見
か
け

ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

こ
れ
は

「
学
力
向
上
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
に

参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、 

児
童
の
個
々
の
つ
ま
ず
き
を
早

期
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
算
数
と
国
語
で

前
学
年
に
子
ど
も
た
ち
が
苦
手
と
し
た
と
こ
ろ
や
、

そ
の
学
年
の
４
月
か
ら
夏
休
み
前
ま
で
の
学
習
内

容
を
振
り
返
り
、
先
生
が
作
成
し
た
プ
リ
ン
ト
の

問
題
を
解
き
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
き
、
解
答
の
〇
付
け
を
お
願
い
し
、
間
違

え
た
問
題
は
先
生
が
個
別
に
教
え
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
４
～
６
年
生
が
対
象
で
、
夏
休
み
中
の
５

日
間
、
１
日
に
２
時
間
程
度
行
い
ま
す
。
暑
さ
を

避
け
る
た
め
、
午
前
中
に
行
い
、
10
時
半
ご
ろ
に

は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
再
度
、
苦
手
・
理
解
で
き
て
い

な
か
っ
た
と
こ
ろ

の
確
認
が
で
き
、

先
生
方
も
指
導

が
で
き
ま
す
。
改

め
て
見
え
た
苦
手

を
子
ど
も
た
ち

自
身
が
自
主
学

習
に
よ
っ
て
克
服

し
て
ほ
し
い
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

課 題 に 取 り 組 む 小 学 生
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9 月 11 日「 全 国 瞬 時 警 報 シ
ステムの全国一斉情報伝達訓
練の実施」のお知らせ

　日出町では、地震・津波や武力攻撃など
の災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）から送られてくる国からの緊急情
報を、迅速かつ確実に皆様にお伝えするた
め、防災行政無線より情報伝達訓練を行い
ます。
　お騒がせしますが、皆様のご理解・ご協
力をよろしくお願いいたします。
※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃
などの緊急情報を、国から市区町村へ、人
工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシス
テムです。

【��日　時��】��9 月 11 日（水）
　　　　　�11 時頃と 11 時 30 分頃の２回
【訓練方法】　防災行政無線を使用
【放送内容】　『これは、試験放送です』
【問合先】　　総務課行政係　☎ 73-3150

　
�

木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
の

実
施
に
つ
い
て

　　

町
が
、
県
・
建
築
士
事
務
所
協
会
と

協
力
し
て
、
ご
自
宅
の
簡
易
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。

　

簡
易
耐
震
診
断
と
は
、
正
式
な
耐
震

診
断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
の
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
地
震
に
対
す
る
強

さ
や
弱
さ
が
あ
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。ま
た
、リ
フ
ォ
ー

ム
や
耐
震
化
の
助
言
も
行
い
ま
す
。

　

簡
易
耐
震
診
断
の
結
果
が
悪
い
場
合

は
、
正
式
な
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
対
象

　

�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅

　

�（
併
用
住
宅
で
、
住
宅
部
分
の
面
積

が
１
／
２
以
上
の
も
の
を
含
む
）

■
日
時

　

９
月
30
日
（
月
）
～
10
月
４
日
（
金
）

　

�（
詳
細
な
日
時
に
つ
い
て
は
、
ご
希

望
を
お
伺
い
し
た
上
で
決
定
）

■
費
用

　

３
千
円(

建
築
士
へ
直
接
支
払)

■
募
集
戸
数　
　

　

５
戸

■
申
込
締
切

　

９
月
20
日
（
金
）

■
そ
の
他

　

�

簡
易
耐
震
診
断
に
は
、
町
職
員
も
一

緒
に
ご
自
宅
に
伺
い
、
１
～
２
時
間

程
度
で
行
い
ま
す
。
ご
自
宅
の
図
面

が
あ
る
場
合
は
、
当
日
ご
用
意
頂
け

る
と
短
時
間
で
実
施
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

都
市
建
設
課
建
築
係　

　

�

☎�

73
‐
３
１
７
２��

※
詳
細
に
つ
い

て
は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
を
表
彰

　　

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
を
表
彰
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
こ
れ
ま
で
に
表

彰
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）

　
日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会

■
日
時　

11
月
12
日
（
火
）
９
時
30
分
～

■
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
表
彰
該
当
者

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　

�

昭
和
28
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
さ

れ
た
ご
夫
婦

○
金
婚
者

　

�

昭
和
38
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
さ

れ
た
ご
夫
婦

■�

申
請　

書
類
は
福
祉
対
策
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

■
期
限　

10
月
11
日
（
金
）

■
申
請
・
問
合
先

　

福
祉
対
策
課
地
域
福
祉
係

　

☎
73
‐
３
１
２
１

統計調査にご協力を
お願いします

住宅・土地統計調査が実施されます

　10 月 1 日を調査日として、平成 25 年住宅・
土地統計調査が全国一斉に行われます。
　この調査は、無作為に抽出された全国の約
350 万世帯を対象に、お住まいの住宅（アパー
ト含む）や土地等に関する事項についてお尋
ねします。
　調査の結果は、住宅・土地関連施策や住環
境施策のための重要な資料となります。

■日出町の対象世帯　約 600 世帯
■調査期間　9 月下旬～ 10 月中旬
■調査員　�日出町が推薦し、大分県が任命し

た統計調査員

* 調査員は大分県の発行した調査員証（顔写
真入）を必ず携帯しています。不審に思われ
た方は、調査員証の提示を求めるか、政策推
進課（☎ 73-3116）にご連絡ください。

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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健　康
子育て

９月は健康増進月間！
～ 健 康 考 え て ま す か ～

　日本人の死亡原因の第一位は「がん」です。2 人に 1 人は「がん」
になり、3 人に 1 人は「がん」で亡くなっています。
　がんは不治の病と思われがちですが、がんを早期に発見できれ
ば、治癒率はぐんと良くなります。しかし、早期のがんでは自覚
症状が出にくいため、早期にがんを発見するためには年に１度が
ん検診を受けることが必要になります。
　日出町では、がん検診を受けているのは４人に１人程度と大変
低い状況です。そこで、がん検診を普及させることを目的に、５
月に標語を募集したところ、子どもから大人まで計 69 名、145
作品の応募がありました。その作品を厳正に審査し最終結果が出
ましたので発表いたします。

　今後は、これらの標語を用いてがん検診の普及を行う予定で
す。
　がん検診を受診して命を守ることは、今回寄せられた多くの方
の願いでもあります。
　ぜひ、自分の命を守るためにも家族を守るためにも、定期的に
がん検診を受診しましょう。
■問合先：健康増進課　☎７３－３１３０

≪がん検診標語結果発表≫

【最優秀賞　１名（図書カード 3,000 円）】

◆『 元 気 で も 　 年 に 一 度 は 　 が ん 検 診 』　
　　　　　　　　　日出小６年　上野　真穂さん（11 歳）

【優�秀�賞　１名（図書カード 2,000 円）】
◆『 年 一 回 　 受 け て 安 心 　 が ん 検 診 』 
　　　　　　　　　日出小５年　一万田まはろさん（11 歳）

【特�別�賞　　１名（図書カード 1,000 円）】
◆『「 行 か ん か え ？ 」　 声 掛 け あ っ て 　 ガ ン 検 診 』
　　　　　　　　　日出中３年　佐藤　舞香さん（14 歳）

【佳　　作　　７名（図書カード　500 円）】
◆『 自 分 に も 　 家 族 の た め に も 　 が ん 検 診 』
　　　　　　　　　豊岡小６年　島末　あかりさん（11 歳）

◆『 が ん 検 診 　 い っ ち ょ く れ 、 来 ち ょ く れ 　 受 け ち ょ く れ 』

　　　　　　　　　藤原小５年　加藤　和花さん（10 歳）

◆『 が ん 検 診 　 長 壽 ( 長 寿 ） 育 む 　 道 し る べ 』

　　　　　　　　　大神地区　関　和夫さん（83 歳）

◆『 ぼ く の た め 　 検 診 う け て ね 　 お と う さ ん 』

　　　　　　　　　日出小５年　橋本　瑠海さん（10 歳）

◆『 検 診 で 　 一 度 の 人 生 　 大 切 に 』

　　　　　　　　　大神地区　江藤　夕紀子さん（45 歳）

◆『 勇 気 だ し 　 進 ん で 受 け よ う 　 が ん 検 診 』

　　　　　　　　　日出中２年　河野　智希さん（13 歳）

◆『 が ん け ん し ん 　 忘 れ ず 行 っ て ね 　 家 族 の た め に 』

　　　　　　　　　日出小５年　山野　志優さん（11 歳）

９月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間９時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

９月の休日当番医

１日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266
８日　さくら医院	 28-0777
15日　金田耳鼻咽喉科医院	 28-0810
16日　日出児玉病院	 72-2724
22日　吉岡内科医院	 73-2787
23日　鈴木病院	 73-2131
29日　松本整形外科ｸﾘﾆｯｸ	 73-2775

10月の休日当番医

６日　河野医院	 72-2302
13日　真那井診療所	 72-5270
14日　こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ	 73-0077

～ 手 話 奉 仕 員 養 成 講 座 ～
　 日 出 町 で は、 聴 覚 障 が い 者 の 社
会 参 加 の 促 進 を 図 る た め、 手 話 で
日 常 生 活 を 行 う た め に 必 要 な 手 話
語 彙 と 表 現 技 術 な ど を 習 得 し た 手
話 奉 仕 員 を 養 成 し ま す ！

■�開 催 日　10月4日～3月28日の毎
週金曜日19時～21時（全24回）
　15回以上の出席をもって修了
■�受 講 料　無料
※テキスト代は実費（5,000円）
■�会 場　保健福祉センター
■申 込 ・ 問 合 先
　福祉対策課障害福祉係　　　　
　☎73－3126（直通）
※�申込には、受講申込書の提出が
必要です。

習講 会 開 講

12



「さよならメタボ活動教室 2013」
～ チ ャ レ ン ジ ！ メ タ 活 13 ～

参 加 者 募 集 !!
　講話や実習を通して生活習慣を見直し、メタボリックシンドローム
を予防・改善する教室を下記日程で開催します。
　参加をご希望の方は、下記にてお申し込みください。

■申込期限：10 月 17 日（木）
■申込方法：電話申し込み
■申込・問合先：健康増進課　☎７３－３１３０
※参加無料、定員 25 名

日　時 場　所 内　容

1
10 月 24日（木） 保健福祉

センター

・開講式

・講話（保健師）「メタボについて」9：30～ 11：30

2
11 月 20 日（水）

町営体育館
・講義と実習（健康運動指導士）

「運動について」9：30～ 11：30

3
12 月 18 日（水） 保健福祉

センター

・講義と実習（管理栄養士）

「食事について　その①」9：30～ 11：00

4
1 月 15 日（水） 保健福祉

センター

・講義と調理実習（管理栄養士）

「食事について　その②」9：30～ 13：00

5
2 月 20 日（木） 保健福祉

センター

・講話（保健師）「メタボ対策について」

・閉講式9：30～ 11：30

「カロリ－ぴったり大作戦！」
を行います。

　あなたは、自分の体に見合うエネルギー量の食事を選ぶことができ
ていますか？
　食べ過ぎは肥満につながり、健康を損ねる原因のひとつになりま
す。健康であるためには、運動習慣の定着や食生活の改善といった健
康的な生活を送り、生活習慣病を予防することが大事です。
　「１に運動、２に食事、しっかり禁煙　最後にクスリ」です。食生
活では、「毎日プラス１皿の野菜」を合い言葉にした運動を厚生労働
省が推奨しています。
　９月は健康増進普及月間です。この月間に合わせてミニイベントを
開催します。自分に見合った食事を選び機械で測定すると選んだ食事
のカロリー量を見ることができます。自分に見合ったカロリー量と
ぴったりだった方には、豪華景品を用意しています。ダイエットを成
功させたい方は必見です。その他、楽しい催し物も計画しています。
詳細については、９月上旬の回覧にてご案内いたしますので、ぜひご
参加下さい。
■日　時：9 月 27 日（金）、28 日（土）　9：30 ～ 15：00
■場　所：日出町中央公民館　第２・３会議室
■問合先：健康増進課　☎７３－３１３０

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～２歳）
　		3日（火）･10日（火）･17日（火）・24
日（火）　10時～12時
●コロコロボーリング（0歳～就学前）
　6日（金）11時～12時
●	おじいちゃん、おばあちゃんにプレ
ゼントをつくろう（0歳～就学前）
　12日（木）11時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　		13日（金）・27日（金）10時45分～
11時45分
●		誕生会（0歳～就学前）18日（水）11時～
●	よーいドン！運動会ごっこ（0歳～
就学前）20日（金）11時～（川崎地区
公民館）
●赤ちゃん運動会（0歳～2歳）
　24日（火）11時～
●		おべんとうをつくろう（0歳～就学
前）25日（水）11時～

日出町児童館	 ☎85‐8820

●	親子リトミック教室（乳幼児・要申込・
ボール持参）3日（火）11時～12時
●	楽しい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　20日（金）11時15分～11時45分
●	WAKUWAKUつみきくらぶ（乳幼
児）25日（水）10時30分～12時

●絵本の読み聞かせ（乳幼児親子）
　2日（月）10時30分～
●		エアロビクス（お母さん向け＊乳幼児
から一緒に参加可能・要申込・600円）
2日（月）･9日（月）13時30分～
●	わくわく保育園（Ｈ24年4月生～・
昼食代一組400円・要申込）
　3日（火）10時～　
●		赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200
円）6日（金）10時30分～
●絵本の読み聞かせ（小学生対象）　　
　7日（土）10時30分～
●		スライムを作ろう！16日（月）9時～
●親子バス遠足（要申込・1,000円）　
　19日（木）※詳細はお尋ねください
●あつまれちびっこ！（巡回児童館）
　27日（金）10時30分～　中央公民館
●	みんなで誕生日パーティ！（乳幼児
親子・要申込・200円）	30日（月）
10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児				4・18・25日（水）
　　		2歳児				5・26日（木）
　3～5歳児				3・17・24日（火）

さざんか児童館	 ☎72‐8383
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定 期 相 談

９月の休館日

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

『罪なき者よ、我を撃て』
渡辺容子：著　講談社：刊
　「結婚式を中止せよ。さもなく
ば、惨劇が起きる」 アダルトグッ
ズ会社社長夫妻が挙式した数時
間後、花嫁がライフルで撃ち殺
された。警備保障会社に勤める
二ノ宮舜は、社長の義娘・風間
小麦の警護を任されていたが…。

『なないろどうわ』
真珠まりこ：作　アリス館：刊
　あかいりんご、だいだいの花、
きいろいたいよう、みどりの葉っ
ぱ、青い川、藍色の夜、むらさ
きの時間…。くま、うさぎ、さ
るが怒ったり、はずかしがった
り、うれしくなったり、色をテー
マにした７つのお話が入った絵
本。

『かげゑ歌麿』
高橋克彦：著　文藝春秋：刊
　歌麿の子かもしれぬ娘が殺し
屋・月影に誘拐された。娘を
救うため、月影の呼び出しに
応じて危地に飛び込む歌麿だが
…。表題作を含む全３編を収録。
『オール讀物』掲載を単行本化。

『いつやるか？　今でしょ？』
今すぐできる 45の自分改造術！
林　修：著　宝島社：刊
　ちょっと考え方を変えると、
人生が大きく変わる！ 「今すぐ
やるべき基本の習慣」「今すぐや
めるべき無駄な行動」など、よ
り楽しく、より充実した人生に
向かって“行進”していくため
の自分改造術をアドバイス。

●行政相談

　場　所　役場新館3階333会議室
　日　時　9月3日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐ 3150

●心配ごと相談

　場　所　役場新館3階333会議室
　日　時　9月10日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73-3121

●心配ごと ・行政合同相談

　場　所　川崎地区公民館
　日　時　9月17日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐ 3150

●障がい児 ・者等支援相談

　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎72‐ 2818

●障がい児 ・者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72‐ 1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談

　相談先　日出町地域包括支援センター
（健康増進課内）☎73‐ 3115

●家庭児童 ・母子婦人相談

　相談先　福祉対策課　☎73‐ 3121
　

●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル��☎0120 ‐ 462 ‐ 110
��������（24時間　365日受付）

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　
☎0978 ‐ 62 ‐ 2271

●法律相談　（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）
　　　　　第４火曜（役場333会議室）
　　　　　※祭日の場合は休み
　　　　　13時30分～16時30分
　費　用　30分につき5,000円
　　　　　��※収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会

☎097 ‐ 536 ‐ 1458

　2日・8日・9日・16日・22日・23日・26日・29日・30日

■ブーフーウーによる読み聞かせ

　○日時　9月 14 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　0歳～ 3歳向け

　○日時　9月 28 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　  　4 歳～小学校低学年向け

■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ

　○日時　9月 27 日  （金）　 11 時～ 11 時 30 分

　　　　　0歳～ 5歳くらいまで
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募�

集

県
職
員
採
用
選
考

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県

庁
受
付
等
で
配
布
又
は
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
選

考
要
領
で
ご
確
認
下
さ
い
。

▼�

第
１
次
試
験
日　

10
月
20
日

（
日
）

▼�

職
種　

研
究
員（
化
学
、食
品
）

▼�

受
付
期
限　

９
月
24
日
（
火
）

▼
問
合
先　

県
総
務
部
人
事
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼�

日
時　

11
月
24
日
（
日
）
10

時
～
／
13
時
30
分
～

【
大
分
大
学
】

▼
試
験
種
類

○
午
前　

乙
種
第
４
類
の
み

○�

午
後　

甲
種
・
乙
種
（
４
類

以
外
の
す
べ
て
）・
丙
種

【
別
府
青
山
中
学
校
】

▼�

試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

▼
願
書
受
付
期
間

○�

書
面
申
請　

９
月
25
日

（
水
）
～
10
月
８
日
（
火
）

○�

電
子
申
請　

９
月
22
日

（
日
）
～
10
月
５
日
（
土
）

▼�

願
書
の
提
出
・
問
合
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

後
期
技
能
検
定
試
験

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の

持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ
を
公

証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

実
施
職
種
等
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼�

受
付
期
間　

10
月
７
日

（
月
）
～
18
日
（
金
）

▼�

実
技
試
験
実
施
期
間　

12
月

４
日
（
水
）
～
平
成
26
年
２

月
16
日
（
日
）

▼�

学
科
試
験
実
施
日　

平
成
26

年
１
月
26
日
（
日
）・
２
月

２
日
（
日
）・
５
日
（
水
）・

９
日
（
日
）

▼�

申
請
書
受
付
・
問
合
先　

県

職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

経
営
指
導
員
採
用
候
補
者

選
定
試
験

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
経

営
指
導
員
と
し
て
、
県
内
の
商

工
会
に
お
い
て
、
中
小
企
業
者

の
経
営
改
善
普
及
事
業
等
に
従

事
し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

第
１
次
試
験　

10
月
６
日

（
日
）
10
時
～

▼
場
所　

県
中
小
企
業
会
館

▼
受
験
資
格

①�

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在

の
満
年
齢
が
34
歳
未
満
の
方

で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
方
。

②�

採
用
後
、
商
工
会
地
域
に
転

居
可
能
な
方
。

▼
採
用
予
定
者
数　

３
名
程
度

▼�

問
合
先　

県
商
工
会
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
９
５
０
７

「
ほ
の
ぼ
の
写
真
」

　

コ
ン
テ
ス
ト

　

人
権
の
視
点
か
ら
「
ほ
の
ぼ

の
と
す
る
場
面
」
を
テ
ー
マ
に
、

家
族
、
友
人
、
地
域
の
方
々
と

の
ふ
れ
あ
い
等
を
通
し
て
、
写

真
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

応
募
期
限　

10
月
10
日

（
木
）
消
印
有
効

▼�

応
募
資
格　

日
出
町
・
杵
築

市
・
国
東
市
に
居
住
又
は
通

勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方

▼
応
募
規
格　

①�
応
募
作
品
の
サ
イ
ズ　

２
Ｌ

又
は
キ
ャ
ビ
ネ
版

②�

白
黒
・
カ
ラ
ー
問
わ
ず
。
組

写
真
は
不
可

▼�

応
募
方
法　

作
品
の
題
名
、

簡
単
な
説
明
、
撮
影
場
所
、

撮
影
年
月
、
撮
影
者
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
児
童
・

生
徒
・
学
生
に
つ
い
て
は
学

校
名
・
学
年
を
記
載
し
た
応

募
票
（
自
作
可
）
を
作
品
裏

面
に
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
貼

り
付
け
て
、
郵
送
か
お
持
込

み
下
さ
い
。

▼�

送
付
・
問
合
先　

杵
築
人
権

擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
２
２
７
１

ア
ル
コ
ー
ル
相
談
会

　

自
殺
予
防
週
間
（
９
月
10
日

～
16
日
）
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
原

因
で
心
身
の
健
康
を
害
し
た
方

や
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に
酒
害

相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼�

日
時　

９
月
９
日
（
月
）
～

13
日
（
金
）
14
時
～
16
時

＊
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

▼
場
所　

県
東
部
保
健
所

▼
問
合
先　

県
東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

ご
存
じ
で
す
か
、
公
証
制
度

　

公
証
人
が
作
成
し
た
公
正
証

書
は
、
紛
争
の
予
防
と
早
期
解

決
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
公
正
証

書
は
、
遺
産
相
続
に
伴
う
親
族

間
の
紛
争
を
防
止
す
る
と
と
も

に
相
続
手
続
を
簡
易
・
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
証
人
役
場
は
、
い
つ
で
も

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

▼
問
合
先　

大
分
公
証
人
合
同

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

相�

談
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ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科

役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

「
法
の
日
」
週
間
行
事

～
無
料
法
律
・
人
権
相
談
～

▼
日
時　

10
月
２
日
（
水
）

○
午
前
の
部　

９
時
30
分
～
11
時

○
午
後
の
部　

13
時
～
14
時
30
分

＊
受
付
は
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

▼
場
所　

大
分
文
化
会
館

▼�

相
談
内
容　

人
権
、
金
銭
、

不
動
産
、
雇
用
、
遺
産
相
続
、

家
庭
内
の
問
題
、
そ
の
他

▼
問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解

雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件

等
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密

厳
守
。

▼�

期
間　

10
月
１
日
（
火
）
～

７
日
（
月
）

▼
受
付
期
間

○
平
日　

９
時
～
20
時

○
土
・
日　

９
時
～
17
時

▼�

問
合
先　

県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０

日
出
町
無
料
法
律
相
談
会

　

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
ご

と
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相
談

を
受
け
ま
す
。
事
前
予
約
制
。

▼�

日
時　

９
月
６
日
（
金
）・

平
成
26
年
２
月
13
日
（
木
）

▼
場
所　

町
役
場

▼�

受
付
・
問
合
先　

県
弁
護
士

会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
４
５
８

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

町
民
の
皆
様
の
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼�

日
時　

９
月
18
日
（
水
）
13

時
～
16
時

▼
場
所　

県
行
政
書
士
会

▼�
相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後

見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
内

容
証
明
・
そ
の
他

▼�

問
合
先　

県
行
政
書
士
会
事

務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

司
法
書
士
青
年
の
会

　

に
よ
る
法
律
相
談

▼�

日
時　

９
月
９
日
（
月
）
13

時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

町
役
場

▼�

内
容　

相
続
等
不
動
産
登

記
・
会
社
関
係
登
記
全
般
・

多
重
債
務
関
係
・
訴
訟
手
続
・

成
年
後
見
・
そ
の
他

▼�

問
合
先　

県
司
法
書
士
青
年

の
会
事
務
局
（
安
藤
事
務
所
）

☎
23
‐
２
０
２
９

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

　

登
記
、
供
託
、
遺
言
書
作
成
、

遺
産
相
続
、
少
額
な
訴
訟
、
民

事
再
生
、
自
己
破
産
等
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
無

料
。

▼�

日
時　

９
月
29
日
（
日
）
10

時
～
15
時

＊
受
付
順
・
予
約
不
要
。

▼�

場
所　

く
に
さ
き
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー（
ア
ス
ト
く
に
さ
き
）

▼
問
合
先　

県
司
法
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
５
７
９

「
不
登
校
」
「
ひ
き
こ
も
り
」

　

で
悩
ん
で
い
る
方
へ

　

県
東
部
保
健
所
に
は
「
ひ
き

こ
も
り
相
談
員
」
が
い
ま
す
。

　

学
校
に
行
っ
て
い
な
い
、
自

宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
か
な
い
等
、
周
り
と
の
関
係

で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
に

乗
り
ま
す
。

▼�

問
合
先　

県
東
部
保
健
所

（
相
談
員
直
通
）　

☎
67
‐
２
６
０
０

防
災
管
理
新
規
講
習

▼
講
習
日　

10
月
31
日
（
木
）

▼
場
所　

　

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

▼
定
員　

50
名

▼
受
講
料　

６
，
０
０
０
円

▼�

受
付
期
間　

10
月
４
日

（
金
）
～
15
日
（
火
）

▼
申
込
・
問
合
先　

　

県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、
11

月
24
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
う
試
験
準
備
講

習
会
と
模
擬
試
験
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
料
や
テ
キ
ス
ト
代
等
、

詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
甲
種
】

▼
日
時　

○�

10
月
８
日
（
火
）
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
物
理
化
学
）

○�

10
月
16
日
（
水
）
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
法
令
）　

▼
場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

【
乙
種
】

▼
日
時　

○�

11
月
２
日
（
土
）
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
法
令
）

○�

11
月
３
日
（
日
）
９
時
30
分

～�

16
時
30
分
（
物
理
化
学
）

▼��

場
所　

別
府
社
会
福
祉
会
館

※
準
備
講
習
を
受
講
し
た
方
に

限
り
補
習
と
し
て
乙
種
第
４
類

対
象
模
擬
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
講
習
当
日
、
申
込
書
を
配

付
し
、
受
付
し
ま
す
。

▼�

日
時　

11
月
17
日
（
日
）
９

時
～
16
時

▼
場
所　

県
教
育
会
館

▼�

問
合
先　

　

県
危
険
物
安
全
協
会

講�
座
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既存建物の耐震化工事行います

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
資
格
を
持
ち
、
家

庭
に
い
て
就
業
を
希
望
す
る

方
々
の
職
場
復
帰
を
容
易
に
す

る
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
無
料
（
但
し
資
料
代

３
，
０
０
０
円
）

▼�

日
時　

10
月
22
日
（
火
）
～

11
月
12
日
（
火
）
の
間
で
８

日
間　

９
時
30
分
～
15
時

▼
場
所　

県
看
護
研
修
会
館

▼
申
込
期
限　

９
月
20
日
（
金
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７
１
３
６

施
設
給
食
調
理
補
助
講
習

　

受
講
無
料
。
昼
食
あ
り
。

▼�

日
時　

10
月
15
日
（
火
）
～

29
日
（
火
）
の
間
で
８
日
間

▼
場
所　

町
中
央
公
民
館

▼�

対
象
者　

就
職
・
就
業
を
希

望
す
る
55
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
員　

20
名
（
選
考
）

▼�

募
集
期
間　

９
月
１
日

（
日
）
～
10
月
４
日
（
金
）

必
着

▼�

申
込
・
問
合
先　

町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０

店
舗
販
売
員
促
進
者
講
習

　

11
月
１
日
（
金
）
に
求
人
事

業
主
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
の

出
席
で
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
・
テ
キ
ス
ト
代
無
料
。

▼�

日
時　

10
月
18
日
（
金
）
～
11

月
１
日
（
金
）
の
間
で
８
日
間

▼
場
所　

別
府
市
社
会
福
祉
会
館

▼�

対
象
者　

就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
、
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
さ

れ
た
方

▼
募
集
人
員　

15
名
（
選
考
）

▼�
募
集
期
間　

９
月
12
日
（
木
）

～
10
月
10
日
（
木
）
必
着

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

　

ン
ス
県
民
セ
ミ
ナ
ー

　

参
加
無
料
。
先
着
１
５
０
名
。

▼�

日
時　

10
月
28
日
（
月
）
13

時
30
分
～
16
時

▼�

場
所　

労
働
福
祉
会
館
ソ
レ

イ
ユ
７
階

▼�

対
象
者　

経
営
者
、
人
事
労

務
管
理
者
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
関
心
の
あ

る
方
等

▼
申
込
期
限　

10
月
18
日
（
金
）

【
第
１
部
】
講
演

▼�

講
師　

渥
美
由
喜
氏
（
厚
生

労
働
省　

政
策
評
価
に
関
す

る
有
識
者
会
議
委
員
）

【
第
２
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
申
込
・
問
合
先　

県
商
工
労

働
部

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
２
７

農
業
経
営
講
座

　

農
業
簿
記
の
基
礎
を
し
っ
か

り
マ
ス
タ
ー
で
き
る
よ
う
、
全

10
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ

て
講
義
及
び
演
習
を
行
い
ま

す
。
初
心
者
、
経
験
者
を
問
い

ま
せ
ん
。
受
講
無
料
。

▼�

日
時　

11
月
１
日
（
金
）
13

時
30
分
～
16
時
30
分

＊�

以
降
、
毎
週
金
曜
日
開
催
。

最
終
講
座
は
１
月
の
予
定

▼
場
所　

杵
築
市

　
「
き
つ
き
生
涯
学
習
館
」
等

＊�

開
講
日
に
予
定
表
を
配
布
。

▼�

講
師　

森
川
詔
也
氏
（
農
業

経
営
指
導
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
東
部
振

興
局

☎
０
９
７
８
‐
72
‐
１
１
４
１

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ

　

ム
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
ア
ル
バ
ム
講
座
】

▼�

日
時　

10
月
４
・
11
・
18
・
25

日
10
時
～
12
時
（
毎
週
金
曜
日
）

▼�

場
所　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

【
無
料
IT
相
談
】

▼�

日
時　

10
月
３
・
10
・
17
・
24

日
13
時
～
15
時
（
毎
週
木
曜
日
）

▼
場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
限　

９
月
24
日
（
火
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

い
き
い
き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ

　
「
都
市
緑
化
月
間
」（
10
月
１

日
～
31
日
）
に
先
駆
け
、
そ
の

前
日
祭
を
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
て
開
催
。
苗
木
や
花
の
種
の

無
料
配
布
、
ク
イ
ズ
、
豪
華
賞

品
が
当
た
る
大
抽
選
会
等
、
緑

や
公
園
に
つ
い
て
楽
し
く
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時　

９
月
30
日
（
月
）

▼
場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

▼�

参
加
方
法　

入
園
料
無
料

で
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
入
り
口
チ
ケ
ッ

ト
売
り
場
ま
で
お
越
し
下
さ

い
。
証
明
書
等
不
要
。
人
数

制
限
無
。

＊
受
付
時
間
（
９
時
～
19
時
）

＊�

駐
車
料
金
（
普
通
車
１
回

３
０
０
円
）
別
途
必
要
。

そ
の
他
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＊
７
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

▼�

問
合
先　

　

県
公
園
・
生
活
排
水
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
６
４

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

　

国
民
の
つ
ど
い
大
分
大
会

　

電
話
又
は
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
下
さ
い
。
参
加
無
料
。

▼�

日
時　

11
月
29
日
（
金
）
13

時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

▼
内
容

○
基
調
講
演
「
犯
罪
被
害
に
遭

う
と
い
う
こ
と
」

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
弾
き
語
り
○
情
報
展
示

▼
定
員　

３
０
０
名

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
県
民
生

活
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
０
６
２

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
等
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。
発
売
期
間
は
９

月
20
日
（
金
）
か
ら
10
月
11
日

（
金
）
ま
で
。

▼�

問
合
先　

県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
９
４
５
７

安
東
甲こ
う
し
ろ
う

子
郎（
寿
実　

中
の
三
）

徳
丸　

桜お
う
す
け介（

茂
史　

西
の
二
）

長
野　

湊
み
な
と����

（
洋
之　

西
区
）

吉
住　

柚ゆ
ず
き紀（

和
紀　

新
町
）

樋
口　

怜れ
い　
（
陽
平�

辻
間
団
地
南
）

阿
部　

晴は
る
か花（
孝
義�

辻
間
団
地
北
）

河
野　

華か

こ心（
賢
治�

日
出
本
町
）

宇
都
宮
藍あ
い
り織（

聡　

西
八
日
市
）

崎
野　

沙さ
や
か夏（

将
樹　

佐
尾
）

河
野　

千ち
あ
き晃（

光　

東
仁
王
）

矢
野
実み

さ

き

咲
姫（
尋
之　

東
仁
王
）

中
村　

き
い（
良
治　

東
仁
王
）

小
崎　

恭や
す
ひ
ろ寛（

智　

東
部
）

末
永　

千ち
な
つ夏（

誠　

南
部
）

吉
永　

希き

こ心（
光　

西
部
）

山
田　

涼り
ょ
う
た太（
浩
二　

自
然
郷
）

谷　
　

空か
の
ん音（
昌
広　

平
原
）

平
早
水
響ひ
び
き貴（
慎
之
介　

平
原
）

阿
部　

浬
か
い
り　
（
将
兵　

内
野
）

土
屋　

美み

り梨（
史
彦　

内
野
）

宗
田　

瑚こ
は
く白（

昌
幸　

内
野
）

堀　
　

燈と
う
じ司（

宗
司　

中
村
）

芝
田　

透と
う
や也（

裕
一　

上
深
江
）

宮
下　

陽は
る
ま真（

怜
士　

港
）

大
園　

友と
も
き葵（
洋
平　

港
）

筒
井　

藤
子（
81　

西
の
二
）

福
田　

榮
吉（
86　

豊
岡
本
町
）

木
村
シ
ズ
子（
87　

日
出
本
町
）

森　
　

俊
子（
81　

日
出
中
央
）

幸　
　

隆
信（
74　

南
部
）

河
野　

文
子（
79　

南
部
）

尾
方　

和
男（
71　

一
北
）

市
原　

信　
（
92　

一
北
）

野
上　

昭
子（
71　

平
原
）

野
上　

鉄
や（
62　

平
原
）

永
松　

誠　
（
92　

内
野
）

佐
藤　

熊
吉（
79　

港
）

上
野
凖
一
郎（
80　

港
）

河
野　

博
文（
85　

照
川
）

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

地
域
通
貨
の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
３
月
末
で
地
域
通
貨
事

業
（
紙
幣
の
新
規
発
行
）
が
終
了
し

ま
し
た
が
、
桃
色
の
紙
幣
に
限
っ
て

は
平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
桃
色
の
紙
幣
に
記
載
さ
れ
て

い
る
有
効
期
限
は
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
使
用

で
き
る
最
終
期
限
は
平
成
25
年
９
月

30
日
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

政
策
推
進
課

　

☎
73-

３
１
１
６

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
そ
う
め
ん
流
し
」
‼

　

来
場
者
の
み
な
さ
ん
に
、そ
う
め
ん
流
し
（
開

催
10
時
～
11
時　

無
料
）
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

※
雨
天
時
は
別
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。

　Ｋトラ市では、旬の野菜や果物をはじ
め、ここでしか手に入らない品物がたく
さん。みなさんぜひお越しください。出
店者の募集も随時行っています。

　■日時　９月８日（日）　8 時～ 12 時
　■場所　日出町中央公民館第 2 駐車場
　■問合先　日出町商工会
　　　　　　☎ 72-2232

Ｋトラ市は毎月第２日曜日に開催

９月のイベント企画者
（右から）藤野さん、松川さん

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

公
園
の
流
れ
に
遊
ぶ
ア
メ
ン
ボ
ウ

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

湯
け
む
り
が
入
道
雲
を
支
え
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

幼お
さ
な
ご児

の
た
ら
い
で
遊
ぶ
日ひ

な

た
み
ず

向
水

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

祖
母
と
手
を
つ
な
い
で
待
つ
や
夏
夕
辺

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

海
の
果は

て
湧
き
た
つ
雲
よ
夏
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

松
林
す
か
し
て
光
る
夏
の
海

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平
勝
義

あ
の
世
行
き
又
も
延
期
か
又
曾
孫

　

町
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

廣
井　

準
兵・　

こ
の
畑は

た

で
幾い

く

よ世
の
飢
え
を
凌
ぎ
来
し
と

老
い
は
草
引
く
雨
の
後あ

と
さ
き前

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

南　

悦
子

夫
逝ゆ

き
て
北
寄
り
の
窓
開
け
放
つ

わ
が
こ
も
り
い
の
半
年
を
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

蝼
川
内
明
子

梅
雨
明
け
て
晴
れ
晴
れ
仰
ぐ
青
き
空

富
士
山
の
ご
と
き
白は

く
う
ん雲

流
る
る

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

木
付　

順
子

転
ぶ
な
と
い
つ
も
言
わ
れ
て
事
な
き
に

忍
び
よ
る
老
い
つ
い
に
外
科
医
に
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【入場料】　全席自由席 2,000 円�（当日 2,500 円）

【前売開始日】　９月１０日（火）

【入場券前売所】　日出町中央公民館（平日のみ９：００～１７：００）

【主　催】　日出町・日出町教育委員会・大分県・（財）自治総合センター

【後　援】　日出町文化協会

※宝くじの助成により、特別料金になっています。

※未就学児の入場はご遠慮下さい。

※前売で完売の場合、当日券の販売はありません。

（その他�三遊亭楽大・ロケット団�出演予定）

と　き
11 月 18 日 （月）
開 演 18 時 30 分 （開 場 18 時） ところ 日 出 町 中 央 公 民 館 ホ ー ル

問合先　生涯学習課☎ 73-3156

宝くじ文化公演

　　■開催日　10 月 20 日（日）　
　　■スタート地点　日出町中央公民館前広場
　　■受付　7 時 40 分～
　　■出発　9 時～（Ａコースは 8 時 30 分）
　　■コース　Ａコース 20㎞ / Ｂコース 10㎞ / Ｃコース 5㎞
　　※今回、山香コースは中止となりました。
　　■参加料　大人 500 円　中・高校生 300 円・小学生以下無料
　　※小学生以下は保護者同伴です。
　　■事前申込締切　１０月１１日（金）
　　※   当日申込も可能ですが、事前申込者のみ大会冊子への氏名の
　　　記載をいたします。
        ■申込方法　     商工観光課に備え付けの申込用紙に記入の上、提出くだ

さい。申込用紙はホームページからもダウンロード可
        ■申込・問合先　 ザビエルの道ウオーキング大会実行委員会
　　　　　　　　　　（日出町商工観光課）☎７３- ３１５8

楽しく歩こう！　『健康 ウォーキングの会』

申込受付開始（参加料無料）

�日出町ウォーキング協会では、正しい歩き方に

よる町民の皆さんの健康増進と町内の名所を知る

｢健康ウォーキングの会｣ を下記のとおり開催し

ます。老若男女不問、お子様連れでも OK。皆さ

んのご参加をお待ちしています。

◆開催期間　平成 25 年 10 月～平成 26 年 3 月

◆開催内容　�10/12( 土 )10 時より｢正しいウォー

キング教室｣　中央公民館にて（以

降、毎月 1回実施。約５～８㎞）

◆募集人員　50名（申込順、定員になり次第締切）

◆申込・問合先　�日出町ウォーキング協会事務局

（日出町観光協会内）☎ 72-4255
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多くの方に喜んでもらえることが一番のやりがい

みんなで楽しく健康づくり‼

グループさわやか日出 会長

原田　正宏さん（68）
（大神　原山）

日出町の人のうごき
平成 25 年 8 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,825 （＋　5） － 56
人　口 28,665 （－ 15） －141

男 13,717 （－ 14） － 57
女 14,948 （－　1） － 84

南端 315 （－　3）
豊岡 7,301 （－ 13）
日出 5,899 （－　3）
藤原 3,857 （＋　3）
川崎 5,865 （＋　3）
大神 5,428 （－　2）

（　）内は前月比
　　  内は今年４月１日比

P
ub
lic	Info

rm
atio
n

広
報

N
o.472
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　「健康づくりのために、何か運
動をしたいけれど、どうしたらい
いのかわからない」という方は
いませんか。
　日出町では、健康づくりのため
に運動を普及・推進する「グルー
プさわやか日出」というボラン
ティアが地域で活動しています。
　「グループさわやか日出」は、
町が行う健康運動普及推進員養
成講座を修了した有志が、平成
13 年に結成したグループで、現
在 23 名が活動しています。
　 保 健 福 祉 センターでのスト
レッチ指導や各地区の自主教室
での活動のほか、町や自治区が
実施する高齢者の転倒骨折予防
教室や介護予防事業の運動指導
など、行政や町民と一緒に健康
づくりに取り組んでいます。
　今年、会長に就任した原田正
宏さんは、平成 21 年度の養成講
座を修了した第４期生です。
　「運動して感じる効果とその喜
びを、一人でも多くの方に伝え
ていきたい」と活動の目的を話
します。
　原田さんは元公務員で、現役
時代は九州を中心に転勤生活を
送ってきました。退職して、平

成20年に地元大神に帰ったとき、
今まで故郷を離れて生活してい
た分、何か地域の役に立てるこ
とはないかと考えていました。
　同じ時期、自身が病気を患っ
たこともあり、健康づくりに関心
を持つようになった原田さんは、
健康づくりで地域の役に立ちた
いとの思いから、現在の活動を
はじめました。
　「グループさわやか日出」が
勧めるストレッチ運動について、
「血流がよくなり、筋肉がやわら
かくなるので、体が動きやすくな
る」、「つまずきなどから起こる骨
折の予防にも、効果的」と言い
ます。
　原田さんは「団塊世代の人達
のこの先 10 年を考えると、運動
をしていない人は一気に体の衰
えが出てくるのでは」と不安を
感じているそうです。
　また、医療や介護給付費が増
加していくなか、「自分の子や孫
たちの世代になるべく負担をか
けないよう、健康づくりを心がけ
ることも、私たち団塊世代の務
め」と考えています。
　「グループさわやか日出」では、
自治区や団体から要望があれば、

公民館等に出向いて、運動の支
援も行っています。「役場の健康
増進課（☎ 73-3130）が窓口になっ
ている。運動について、何か手
伝えることがあれば、問い合わ
せて欲しい」と呼びかけます。
　保健福祉センターのトレーニ
ングルームでのストレッチ指導
は毎週火・木曜日の 10 時～ 12
時と 13 時 30 分 ～ 15 時 30 分の
間に行っており、個々の体力に
合わせた運動メニューも作成し
てくれます。
　「多くの方に喜んでもらえるこ
とが一番のやりがい。もっと活
動を広げていきたい」と話して
くれました。

グループさわやか日出のみなさん（後列の左から３人目が原田さん）

2013.9
Septem
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